
 
 
 
 

新たな九州圏広域地方計画について 
 

～第 8回「九州の未来力 2030」を踏まえた一言提言～ 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜谷口 博文＞ 

＜嶋津 祐一＞ 

＜中川 正裕＞ 

 

●九州へ来訪する外国人と九州人の交流する場の整備を！ 

 「アジアゲートウェイ九州」を謳いアジアからのインバウンド客は

増えているが、ビジネスモデルでの交流は限定的である。 

 旅行者であっても定住者であっても九州へ来訪する外国人と九州

人が交流する場を整備することが重要ではないか。 

 今のままでは、東アジアの政治・経済情報の変化によってアジアと

の交流が大きくダメージを受けることを懸念する。 

 

●５つの戦略の具体化を提言していくとが重要！ 

５つの戦略の具体化を、今後提言していくことが重要と考える。 

九州人がもっと自分達の現状を勉強して、情報発信していく行動が求

められている。 

 

●プロジェクト推進のためには、国に対しての改革要求も必要か！ 

国には定められた法律があるのでしょうが、具体的なプロジェクト

の推進にあたって、地域は国に対してそれも含めて改革するよう要求

していいのではないでしょうか。 


